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薄演要　旨識

節緊灘の成因と節薫蟹系調資の鷺義

峯甚縫ド；纏箆（翅蕪求季雪ド馳縣蕪蕪蘇蕊岱隊嘩憂）

の批判に答え鵜

星　野 霧

　要　講

　⇔　嚢魏揺き燃ミ料・音i！内　 婆　葬度濠1扶党嶋患研二謡麟の薫煮i舞鷺があ

り，その際…部の人から平山・垣見（欝縫）を根拠に，

従来戯《擬聡・藩ll究二蕎の問で広く行なわれ、ているシ嵩ミ

ットネットによる統計的解析・法は無警役であるとの発書が

あった，、平1．1い1厭駐（鍛銭瞬，蝿鮮、1申の嬉；カ！欝の角翠箏掌》去と

その実例について，地球科激7暮号，23一斜頁は，停でi叫…

　意地のわ襟い見方をすれば・・…網従来の方法では）“＠

・統計的処理によ・・て趨顯な間隔をおいたポイント集中

部が黛つ運蝿わオ㌻た聖叛合にはじめて（婆馨畷鷺ツi・）　とみな

しうるに惑嘔ぎない発聡…脈 iと 述》くてい礁無

　黛）　駒1い垣．疑が“統蓼、十的解析濯♂の代りに使ウたも

のは，露頭で共鱗1セット懲なしている断腰をみいだし，

憲応力方向を求める方法である，、もしも，露頭で豊富な

共軌レヒットがみいだされ療ぱラすぐに♂葡ぴ）場鑓麺）主∫難力

方向が求められ非常に便利であることは議論をする余地

のないことであ養、しかし翼際の露頭紅はこのような理

1源どおりの｛峯共戦1セ・ント綿は妻わめて少な秘・のが事・実で

ある．筆者は5年来，常磐・釧路㌧l！九州の諸炭田，新

乳鴇・秋田・関東の湘葎μ惣帯の1激蕉t　l鷺を調畿しているが，

共転セットのみで醸曳（加鷲解析のできる事例は絶無であ

噛た輪

　3〉　筆者は平1、1い壇兇が今麟例示し、たような小露頭紅

沢山の銭共戦セツドが作られるのは茸小断層の非常に

多く発達する，ある特定の環境下紅作られた器麟のみで

はないかと誘える。たとえば，！新潟県の申央滋1管馨2では権

谷季灘“．i筆灰紙磨叉、乱沼層1群が地表でみら羅Lるが，小断層

がよく発達しているのは椎谷／，！の砂器蓼頁岩灘1層部のみ

であi），西出以｝1二，ことに1蜘．1 籍　1繊以㎜1二にはきわめて

来れである。しかも椎谷騰の断／，舞　醤獲で確認できる

　‘琢共鞠セッドは，きわめて少ない．

　また，筆者は房総半島中部で清澄，天津から梅ケ瀬，

大田代／i．までの蓋職礁鑓をみたことがあるが，調査露頭

灘、轍申，は9愚！）‘雛雛鷺セ・1ノト晒をみたのは黛鵡折のみ

であり，　しかも黛力穆でのセットは舷雛的力麟り擁1、）かに．募i縁難

のものであ愚、

　4）　筆者は以上の“共軸セッドを1 露頭で撫相亙に

　切舞つ切られつしていて葺鱒変位のセンスがsl慰鍵藪蒐軽

　寧ノ1韓／碓　発表黛，、，毒妻．柔．建総詳i爾繊舞　ノ蔀瞬i撰訳／　齢い ぐ騰儀。

tL鷹の対応する驚1鰍駆変位方向と同一…のもの」の驚、1、緊

が確認された1藤礁耀《きの意味にとや，顛が確認されず鱒

のみの条件を満足にするものを弱ペアー一セッド｝とし

て眠別しておく晋勲．い壇兇は（以露！の条件を満足してい

るξ‘共軟轍ッドでな．けれぱ主応力分布を求めることは

で曇ないと主張しているが，筆者は以上に述べたような

体験から義共鞠螺ット磐のみ鵜こだわ蔦ならば適用でき

礁ソィーノレドは非常にll艮定されるであろうことをおそれ

る，，

　ω　 し、から／ず‘渉翻セツトサ｝が矛1∬擁できないマギー／レ

ドで，これ、とこれがペアー一セットで為るとか3　これは

暖灘乏灘k嫌であるとかいうグル…プ分類を含む1擁礁榔

解析を行なうにはどうす才1、ばよいか．　輿はここが重搬ひ

t獣ぺ‘学齢の出発点であ9，1搬臓蹴調査法の目指す第圭

ぜ）鋒的といつてよい員もはや，新しいとはいえない1擁c一

編驚研究．史の多くの論文は大な！）小なi3結局において

はこの疑閥を解決することを羅的としている。平山・垣

見が意地のわ礁い賦でこれ鐸）成果を眺め，どのような

感想、を抱い烈磯ても舳だが，彼励い験範セッド3

そのものを硫究テーマとするのならばともかく諏捌t灘鑓

によぜ，ていろいろなフで・一ノレドの造構発達を解析しよう

とし，ているのオ鈷三，ば，いずれ先入たちが進んで行・；）た

　雪．赴1発、醇1ズの関頭に立ってい凝1身をみいだすに違いな

いと、蟹、う韓

　（3）　講演は次のようなサヅテー剛と：順序で行なった。

　1，　節理の形成機構

　　　皇．1　割れ隣のヲi瀦襟分嚢嶽と威、困憂＞i類

　　　L黛　形態分類と成麟分類との対応

　　　1．3　・くアーセツトと婁鯵軌墓セツi・

　2，　霧嚇窪．際の1穐員ゆ嫉三

辱．

2．／群鴎）と系（sy縫鯛野外調査．の基準

驚．驚　構造要素との関係

驚．露　代表的構薫形態と割れ隣系

1
，
劉 れ難調査の意義

雲．1　割叡、翼系の裏膿t総蹴と露煮・貯ノ」方向

3，驚　統計的調査の意義

3、3　共範セット利用の限界

　1．で割れ麟のフ・ず一一ルドt分類と突験蟻分類との対応を

行ない，多数の共軸醸ットが集申する現象はぬ馨纏圭薇ひ

灘鷺が嶽嚢伽から、（1罵t柵への転移点付近の状態下で

作ら承、た．ときにできる5擁豊w蟹k灘撒ゼ警こ似ていてある

特殊の変形状態を示すものではないかということ。驚で

統計的に割れ麟を解析する場・合の基礎原理は平肴性と構

造要ζ素薯との関｛系であること。3』ξ害りれ欝調査が、全体的に

6雛一一（暮7（｝）



，苫欝　1寅羅薯　犠

て聾発藏糞矯勺プぎ澤資¢）承／、轄と数瀞髪1セソトの」ネ／吏珪／博一る逢i難合の

限界を例示して述べた。　ぐ燃料部）

ドイツ遠郵地質講査醗鏡おけ愚一隼誉顧みて

…一・機季簿‡雲よ”び蓬撮査ぞ羨舞力を中嬉・に1、，，て・

神葦　ア曜　驚ぎ　学轟

　演鴇
　駆、は這，きいにドイツ連邦地貫調査1…響の招きに』よ撃，耗婚蔓

年度科学技術ノ客12パ日・ギヤラン勢イー留馨疑して舛1

葉滋1播績の／葦欝芋疇舞潟語丁誉麟勢ヤ1綴吻1群究警の1三拝毒刷ξドイツ1慮婆渠

、｝麟愛調査所へ出張を命ぜら勲、，緯磁年鷺月13i二曙｝1購をた

ち1年間の滞独研究を終え』ぐ乍縢6鮮轡鮮穫末帰國した、筆

　寮鷲ドイツヘの透評1二奪，i蟹漣肉慧2琢三4筆1薄＞1黛黛i。聾こわた泡；）

て李インド・ユ畿一ヂ嘆一￥Tマで窄夢なわ離，た第窯黛欝1フy薩陸慮

婁難1会1議に1娯／驚し．六江β

　群翼ドイツ〆＼ド入馨轟当；初黛カ月浮，1箏　ケ心一子　・　ギンス」発　ボ箭餅

ユ～トでドイツ語の再教響をうけ，l　l閥び）滞独研ノ厳へ

の誉班墨1漁プくきか》った，

　ドイツ連邦地質調脊鐸？滞1煮鐸肇，地質調査擁韓）事1業をは

t二，めとして，ドイツ地質学会響季大会，”回総会，瞭

回北薄ドイツ地織学会研莞協同体会議，麟際水理地育斡

会に参加し｝欠の、ような調誼鐸鮮究を蒙i藝施し．た、，

　急）ハル・ツμ．1産鍛および周辺にお1ナぞ牡紅界の研麦奮

　裏｝）一1ダ・一ル・／慰ヅプに‡5け恐壌ず孟紅界の研：響巽

　£）腿…ダー一一ヂクセン至鎗ブ聾こおけ恐中諜ヅ歎界騨＞研謬鴛

　（，更）ボ1雛袈におけξ、大薫終辱く勝τの醸：苓鷺

　離）二…ダーザクセン蝿美プぎ／こおける淘嬉1蝿三質艦1歳の醸激窒

　　ヂ）二蒙ノドントイど石の層1芋盤蕪書蓄麟勿慧舞i嬢諺躍鷲

　羅）群窪アルヅ叢越りyにミ欝ける中了1 ／三界闘）欝薪舗

　熱）τ纒撫1に薩辱け際㌃、親鐸駕構1疑．／．l／’嘔る擁！見

　ドイツ連嚇玉ナ礁質周畿拶fは撚ぎ灘緯勤塔鮮i穣…（ノ）耀三穗淵1驚研＝究

機関で　通産省に鱗属している縫、ハノーバー厳にあるド

イ｝ソ1簸季蔀超三ノ霞窯構蓑護鯵警激潜ヒ摩唯噂繋骸，研縷雛欝鮮蕪名，馨縦挙欝

1鱗　　技術鎌懸豪　讐務宮蓋1骸，璽務員鱒名，雇傭員繋

名の計鷺1名び）職1、をようして迄、・る。機構よ所長，副所

擬，3局　7部，1賢譲制であゐ、、後進麟への対外援助を

lll心とした外顧局夢企瞬課，基礎科学課，鉱床・石炭調

冒畿叢梁，　葺油・ガス調講．義崇罪7郵葵劉艇1薦叢畢，タト鷹捧斗摩嚢・者研二・鯵監

叢！からノ、1　導1隔警霧l／と撃　欝一膿ツズ騰渠，ア，，メし｝力謬瑛，アフ

1メカ糞集ラ　申ま鷺｝凝甜も　隣、惹アジア　・、オー．ストラ1ノノ　譲からな

る外麟細こ分加竃、る．内外グ〉実験研究を中心とした実験

研究／，春は鰻石・鉱石概究課，石炭・石滴研究諜，水・土

壌研究諜，地球化学特別研箏翻く，鉱物学㌧岩石構造き研

発譲峯からな　鉱彗勢イヒま繋積＝究薙1と，一舞勢嵐球4舞選難摩肢灘i瓜寵

護蟻，ノ牧身寸霧塗拶嘗奮護馨ヲ簿匠鷲彗勢雛研π簸1議毒塁騰謂賛癒麟嬉吻薫婁彗紹1弄1二

発語ミ穿締噴鱗勿郵製撚研謬黛叢畏，海※馨纏勿灘鶏識携礁査燈薪彿…講柔からな、

るま也球物鷺至学酬発部に分かれる。内タトの糞周査研究と相談

婆穏鞍瓢中£・としズ周i灘経発ノ　愈普通妻斑質叢果睾辱真地質

・叉体地鷲隷，海洋地質諜，古癒物・博物館課，髪二壌地

質糞崇，1鉱～i勢・器鳶構造養巣か1ミンなる調≡簸雀斑究齢蓑と，タレ国蓄滋

質凝薩炎、諜果筆麟内多凱｝鍵糟談書果き1蝋瞬露磁質率矯談霧梁鮮地質二漢1藩静

き繰潭資料欝綴薪瓶る相談蔀に分かれる嚇この鷺かに管理

膏謬漆霞ある“

　ドギツ連邦共和麟ぎ）各奔iには独嶽に調雀墾i研究を行な9

てい蒸，織滋k繁w量9一銭ds総搬ま懲餐調養、／響浄鷲灘鶏厩覧購爆三質

ぎ，礪三萎断，N紀dαs蹴1鷹鷺茎士縫躍零調査野響，Nぐ駅1痴⊂、旗一w館蕊熱轍

難饗多嗣勝査、1所ヲ蕪盤鷺“地蓼騰査所タ鼠1鰍曼撒！凝エd曙）撫／器地質

調講漸，賊鍵1鋤d地質調誘i贋，1蕪齋鴛一w鷲騨t糠軍鳩寵矯／也

繁㌦縄 蔭所，叢醸yξラ蹴地質講禽所があ瀦梅

　ハノ…バー南にあるドイツ連邦地瀦｛調査1費のある建物

には翼齢（1轍・鎌〔11嬢t曳地美調籍響があ！貸讐科掌者難○名，技

術癬73聖　事務職麟3㌘馨の計欝（）熱をようして、・礁・機

脚蝿球物．1、部，際融燃料部， 曄鞘蜘瓢地質図ll纏1

部，鉱床部童水理地質部および独立諜である鴇ξ．物課，

　1二学地質課，資料諜，出版繰，製図課，銭鉱理諜からなる・

　　ドイツ連邦地質調査所は遮邦政｝1妻ぎ唯一の地璽、調姦研究

／幾関ぴあり，N撫（1《欄8瓢灘暮礁去耀三麟駕譲｝響は麟i　慈懸譲畿（灘鍛灘

州の地質調liイ謬1：究1幾関であるが，爾ま縫き墨調査．所は非常に

緊密な関係にあって，これらの組織聞の科学轡の交流さ

えぞ計な走震マ、てレ・る“

　　ドギツ連邦雛質調畿暫、の機構および調査研突播動を中

、鉱、にして，図表ならびに力學…饗ぺ嬰イド爆⇔枚によ1）説

明した。、　（通y欝葡“

艇y一（熱71〉




